
















































































































































































































































































































巻数 頁 題名 筆者 分類
第１巻 １７８ 玩具選択の基準 藤五 代策 紹介
第２巻 １４２ 恐ろしき子供雑誌の色彩 望月クニ子 講話
第２巻 １６２ 児童と遊戯 野上 俊夫 講話
第２巻 ２６２ 児童遊戯場に就て 石原 憲治 講話
第２巻 ３０４ 子供の性質に適応した玩具の分類 上々手よし子 講話
第２巻 ２１ 蓄音機で子供に舞踊 小山ひで子 卓語
第２巻 ５７ お伽噺は子供に軽信を教へる モンテソリー 卓語
第２巻 １５２ 学校で活動写真を見せるが可い 小西 重直 卓語
第２巻 ２１６ 童話選択上の諸原則に就て 松村 武雄 卓語
第２巻 ２４８ 教育家と提携して童話劇を望む 片山 伸 卓語
第２巻 ３７１ 子供と音楽 志賀志那人 訪問録
第２巻 ２７６ 新作童話太一さんと鰌屋のお爺さん 膳 たけ子 雑録
第２巻 １５４ 幼児教育の手段としてのお話の仕方 倉橋 惣三 紹介
第２巻 １８８ 児童文学に関する一考案 秋田 雨雀 紹介
第２巻 ２５１ 児童の色彩教育 黒田 朋信 紹介
第２巻 ３１６ 童話界最近の傾向 山崎みつ子 紹介
第３巻 １１４５ 玩具に就て 黒澤 文七・佐々木武雄 講話
第３巻 ２６８ コドモの絵本 三田谷 啓 講話
第３巻 ３６０ 玩具でなほせる子供の悪癖 藤五 代策 講話
第３巻 ３４９ 童謡の使命 千葉 春雄・田中豊太郎 抄録
第３巻 ３７４ 童話劇に就て 小瀬松太郎 抄録
第４巻 ２４ コドモにはどんな絵本を与ふべきか 権田保之助 家庭
第４巻 ５５ 童謡教育 野口 雨情 家庭
第４巻 １１０ 都市の子供に運動場 田村 剛 家庭
第４巻 １４１ 音楽教育に蓄音機の利用 田邊 尚雄 家庭
第４巻 １４６ 児童用書を選んだ理由 松村 武雄 家庭
第４巻 １８３ 玩具の教育的価値 倉橋 惣三 家庭
第４巻 ２１３ 童謡を通して見た子供の自然観 北原 白秋 家庭
第４巻 ９０ 童話の心理と教育 桑田 芳蔵 抄録
第４巻 １５２ ボストンの児童美術館 倉橋 惣三 抄録
第４巻 １８５ 児童劇の使命及び効用 坪内 逍遥 抄録
第４巻 ３４８ 児童劇の衣裳と舞台 坪内 逍遥 抄録
第５巻 ３６３ 児童の遊戯 村上 鋭夫 講話
第５巻 ５６ 遊びと唱歌 土川 五郎 講話
第５巻 ２０８ 児童の芸術的製作の指導について 石原 純 講話
第５巻 ２１０ 童話の意義と其の教育的価値 山崎 光子 講話
第５巻 ２９ 童話の仕方と工場講演 松 美佐雄 抄録
第５巻 １２５ 小学校に於ける文化的施設 沢田 哲成 抄録
第６巻 ６４ コドモと絵本 三田谷 啓 講話
第６巻 １３５ 児童の遊具 村上 鋭夫 講話
第６巻 １２ コドモに読ませてよい図書 小原 国芳 叢談
第６巻 １４ 学校劇禁止の是非 澤柳政太郎 叢談
第６巻 １６ 欧米の音楽教育概観 小松 耕輔 叢談
第６巻 ４２ 児童読物としての子供雑誌 鷲尾 知治 叢談
第６巻 １４８ 所謂学校劇と私の言ふ児童劇 坪内 逍遥 叢談
第６巻 ２１３ 唱歌に関する注意 森川 正雄 叢談
第６巻 ２４１ 幼児に聞かせる談話 森川 正雄 叢談
第６巻 ３０９ 童謡の話 西條 八十 叢談
第６巻 ２４６ 遊技の指導法 西園 富吉 抄録
第６巻 ２７８ コドモの読物調査機関設置の必要 鷲尾 知治 抄録
第６巻 ２７９ 遊戯の哲学 山本壽喜多 抄録
第７巻 １２２ 遊戯と体育 村上 鋭夫 講話
第７巻 ２８３ 遊戯選択の方針 竹内 薫兵 叢談
第７巻 ３１０ お噺と教育 岩佐虎一郎 叢談
第７巻 ３３６ 白粉と玩具の話 岡本 孝 叢談
第７巻 ３４８ 童話と童謡について 倉橋 惣三 叢談
第７巻 ２１ 幼児の舞踊について 倉橋 惣三 抄録
第７巻 ２３６ 映画の教育的利用に就て 関 猛 抄録
第７巻 ２５５ 舞踏教育 谷口 武 抄録
第７巻 ２５８ 遊戯に於ける教育的経験 島田 正蔵 抄録
第８巻 ２２７ 絵画にかんする教育 三田 谷啓 講話
第８巻 １２３ 有益な遊びと悪い遊び 武川筆三郎 叢談
第８巻 ３０１ かういふ風に図画を教へて見たら 岡 丘丈生 叢談
第８巻 ２６ 駄菓子の話 竹内 薫兵 抄録
第８巻 １１２ 児童芸術の相互扶助 沖野岩三郎 抄録
第８巻 ２６６ 家庭教育とコドモの読物 倉橋 惣三 抄録
第８巻 ２７５ コドモに歌はせたくない童謡 小林 民弥 抄録
第８巻 ３０３ 家庭文庫の整理 田中 鉄三 抄録
第９巻 １１５ コドモの言葉 相馬 御風 叢談
第９巻 １３８ 音楽教育の提唱 佐々木秀一 叢談
第９巻 １９９ 映画と児童 倉橋 惣三 叢談
第９巻 ２５７ 犯罪少年と活動写真 青木誠四郎 叢談
第９巻 ２７９ 児童課外読物について 八波 則吉 叢談
第９巻 ２８９ 家庭に於ける芸術教育 倉橋 惣三 叢談
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Child Welfare and Culture in Educational
Therapy - A Study of Hiraku Sandaya
Noriko KAWAKITA
Since the Meiji era, scholars from various fields have become interested in child culture. Hiraku Sandaya is
one of those scholars.
Sandaya, himself studied in a number of fields－medicine, occupational therapy, the protection of mother and
child, and child care education, for example. In his writings the notion of the cultural assets of the child is
prominent. He consistently argued that the cultural assets of the child play an important role in protection and
education.
Sandaya became the inaugural head of the department for children’s welfare in Osaka city. In this role, he
developed a remarkable range of services for the administration of child welfare. His studies, however, have
disappeared one by one because of their great diversity.
The aim of this paper is to re-evaluate his studies especially in the areas of child culture and welfare.
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